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会
派
の
意
見

12
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

日
本
共
産
党

　

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会
で
は
、
令

和
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
要
望

書
を
12
月
14
日
に
新
た
に
就
任
さ
れ
た

桑
名
龍
吾
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
同

日
よ
り
開
会
し
た
12
月
定
例
市
議
会
で

は
、
平
田
文
彦
議
長
の
も
と
本
会
議
で

竹
村
邦
夫
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
質

問
を
行
い
、
桑
名
新
市
長
に
政
治
姿
勢

・
今
後
の
市
政
運
営
な
ど
に
つ
い
て
た

だ
し
ま
し
た
。
総
務
委
員
会
で
は
清
水

お
さ
む
議
員
、
浜
口
卓
也
議
員
、
大
田

芳
男
議
員
、
上
田
亜
矢
子
議
員
が
、
経

済
文
教
委
員
会
で
は
戸
田
二
郎
議
員
、

髙
橋
裕
忠
議
員
、
横
山
公
大
議
員
が
、

建
設
環
境
委
員
会
で
は
甲
木
良
作
委
員

長
の
も
と
氏
原
嗣
志
議
員
、
和
田
勝
美

議
員
が
、
厚
生
委
員
会
で
は
吉
永
哲
也

副
委
員
長
、
竹
村
邦
夫
議
員
、
藤
川
裕

介
議
員
が
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

は
会
派
の
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
し
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
、
高
知
市
外
の
事
業
者
が
新

　

12
月
定
例
会
は
、
桑
名
新
市
長
を
迎

え
、
代
表
・
個
人
質
問
を
通
じ
て
、
市

長
の
目
指
す
高
知
市
の
姿
や
諸
課
題
に

つ
い
て
、
幅
広
く
市
長
の
考
え
を
た
だ

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
市
長
は
、
政
策
ご
と
に
前
市
政
の

継
続
か
廃
止
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
前
市
政
の
課
題
で
あ
る
西
敷

地
の
利
活
用
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針

を
「
白
紙
」
と
し
、
再
検
討
す
る
と
し

て
方
向
転
換
を
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
形
骸
化
し

て
い
る
県
外
企
業
に
関
す
る
規
定
を
見

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
新
出
発

　

12
月
定
例
議
会
で
は
高
知
市
議
会
公

明
党
と
し
て
、
市
長
の
所
信
表
明
を
受

け
市
民
目
線
で
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
物
価
高
騰
に
お
け
る
国
の

経
済
対
策
に
よ
り
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
７
万
円
の
給
付
金
を
届
け
る
。
影

響
の
大
き
い
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
一
日

で
も
早
く
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
届
く

よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

副
市
長
の
人
事
で
は
、
市
長
に
人
事

権
は
あ
る
も
の
の
、
人
選
の
在
り
方
に

お
い
て
疑
問
符
を
拭
い
切
れ
ず
、
公
明

党
と
し
て
は
会
派
の
総
意
で
同
意
で
き

な
い
と
判
断
し
、
採
決
で
棄
権
の
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
議
会
公
明
党
は
、
是
々

非
々
の
立
場
で
市
民
目
線
を
貫
い
て
ま

い
り
ま
す
。

新
市
長
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
拡

充
や
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
・
「
に
じ

い
ろ
の
ま
ち
」
宣
言
な
ど
継
続
を
答
弁

　

提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
わ
が
会

派
が
市
民
の
切
実
な
願
い
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
要
望
し
て
き
た
施
策
が
多
く
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
で
は
「
ガ
ザ
に
お
け
る
武
力

紛
争
の
即
時
停
止
・
人
道
支
援
に
政
府

の
外
交
努
力
を
」
に
つ
い
て
全
会
一
致

の
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
「
港

湾
・
空
港
の
軍
事
利
用
を
容
認
し
な
い

こ
と
」
、
「
関
西
万
博
の
中
止
を
含
め

た
再
検
討
」
等
４
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
選
任
議
案
は
、
西
日
本
豪
雨

時
に
、
市
民
の
命
を
守
る
べ
き
防
災
対

策
の
責
任
者
で
あ
り
な
が
ら
競
馬
旅
行

に
出
か
け
、
懲
戒
処
分
を
受
け
た
経
歴

や
資
質
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、

反
対
し
ま
し
た
。

参
　
政
　
党

公
　
明
　
党

た
に
指
定
管
理
者
と
な
る
場
合
の
規
定

が
形
骸
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
会
派
内
で
議
論
を

行
っ
た
結
果
、
総
務
委
員
会
で
会
派
所

属
議
員
が
賛
成
し
、
全
会
一
致
で
執
行

部
に
対
す
る
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
自
由
民
主
党
・
中
道

の
会
は
桑
名
市
長
の
新
市
政
に
与
党
的

立
場
で
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
議

会
と
し
て
行
財
政
運
営
の
適
法
性
、
公

正
性
、
透
明
性
、
効
率
性
、
効
果
性
を

日
々
監
視
す
る
、
議
案
等
に
対
し
て
は

徹
底
し
た
審
議
を
行
っ
て
ゆ
く
と
い
う

基
本
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
一
丸
と
な
っ
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

直
し
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
政
策
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
人
権
擁
護
の
問
題
等
の
重
要
な
市

政
課
題
は
、
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
市
民
や
議
会
と
の
対
話
を
重
視

し
た
市
政
運
営
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

　

新
市
長
に
対
し
て
も
、
市
民
の
目
線

で
対た

い

峙じ

し
、
政
策
や
議
案
ご
と
に
是
非

を
問
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
市
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

20
年
間
続
い
た
岡
﨑
市
政
が
桑
名
市

長
へ
と
移
り
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

ま
し
た
。

　

選
挙
公
約
実
現
に
は
常
に
財
政
が
伴

い
ま
す
。

　

一
人
会
派
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ

か
り
と
見
極
め
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。


